
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク

　
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク
の
電
気
化
学
反
応

可
視
化
コ
ン
フ
ォ
ー
カ
ル
シ
ス
テ
ム

「
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
　
Ｂ
３
１
０
」
は
、
コ
ア

技
術
で
あ
る
リ
ア
ル
カ
ラ
ー
コ
ン
フ
ォ

ー
カ
ル
光
学
系
を
ベ
ー
ス
に
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
電
解
液
中
に
お
け
る

充
放
電
中
の
電
気
化
学
反
応
進
行
分
布

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
動
画
で
可
視
化
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。
そ
の
他
の
用
途
は
活
物

質
の
膨
張
・
収
縮
の
定
量
化
、
デ
ン
ド

ラ
イ
ト
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
析
な

ど
。

　
ま
た
、
塗
工
ム
ラ
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｓ
Ｓ
２
０
」
は
電
極
シ
ー

ト
の
集
電
箔
上
に
塗
工
さ
れ
た
活
物
質

の
厚
さ
を
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
測
定

し
、
ス
ラ
リ
ー
混
煉
条
件
の
最
適
化
、

ダ
イ
コ
ー
タ
ー
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

ギ

ャ
ッ
プ
・
ポ
ン
プ
圧

お
よ
び
プ
レ
ス

ロ
ー
ル
の
精
度
管
理
に
最
適
で
あ
る
。

　
二
つ
の
製
品
と
も
今
春
か
ら
納
入
を

開
始
し
、
品
質
向
上
・
高
性
能
化
に
向

け
た
研
究
や
工
程
管
理
で
活
躍
し
て
い

る
。

月
７
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る

「
第

回
電
池
討
論
会
」
に
出
展
す

る
。

東
洋
シ
ス
テ
ム

　
東
洋
シ
ス
テ
ム
は
二
次
電
池
の
試
験

装
置
メ
ー
カ
ー
。
主
力
製
品
の
「
充
放

電
評
価
装
置
」
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
携
帯
機

器
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

、
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

に
搭
載
さ
れ
る
二

次
電
池
を
充
放
電
し
て
性
能
や
寿
命
を

評
価
す
る
装
置
で
あ
る
。

　
ま
た
、
電
池
の
「
研
究
開
発
用
試
作

装
置
」
や
「
安
全
性
試
験
装
置
」
な
ど

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
製
品
も
特

注
で
設
計
・
開
発
し
て
い
る
他
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
た
「
電
池

パ
ッ
ク
製
品
」
の
設
計
・
製
造
も
行
っ

て
い
る
。

　
そ
の
他
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
依
頼
さ
れ

た
電
池
を
要
望
に
合
わ
せ
て
評
価
試
験

を
行
う
「
受
託
評
価
サ
ー
ビ
ス
」
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
同
社
は

世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
製
品

づ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
常
に
新
し
い

技
術
を
提
供
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
分

野
で
貢
献
し
て
い
く
。

野
上
技
研

　
野
上
技
研
は
製
品
開
発
段
階
か
ら
量
産
体
制
ま

で
、
「
精
密
打
抜
き
の
ト
ー
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
と
し
て
高
精
度
な
治
具
、
金
型
を
提
案
す

る
。

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
業
界
に
対
し
て
は
電
極

材
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
、
ア
ル
ミ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
な
ど

の
薄
材
の
打
ち
抜
き
を
対
象
に
、
バ
リ
・
変
形
・

コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
極
少
に
抑
え
た
超
精
密

打
ち
抜
き
で
、
高
効
率
化
と
高
品
質
化
を
実
現
し

て
い
る
。

　
研
究
試
作
用
の
「
電
極
材
打
抜
き
用
ハ
ン
ド
パ

ン
チ
」
は
小
型
な
が
ら
バ
リ
な
く
、
活
物
質
の
滑

落
も
な
い
打
ち
抜
き
が
可
能
。

　
ま
た
、
「
電
極
材
打
抜
き
用
プ
レ
ス
」
は
グ
ロ

ー
ブ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
で
の
省
力
化
作
業
に
適
し
、
国
内

外
の
電
池
メ
ー
カ
ー
、
研
究
機
関
に
多
数
採
用
さ

れ
て
い
る
。
量
産
用
「
超
精
密
打
抜
き
金
型
」
で

は
打
ち
抜
き
品
質
の
安
定
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ラ
イ

フ
の
長
寿
命
化
を
両
立
し
、
市
場
の
生
産
効
率
向

上
に
貢
献
し
て
い
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

生
産
の
高
度
化
・
効
率
化
に
寄
与
す
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
製
造
装
置

メ
ー
カ
ー
増
産
体
制
へ
車
載
用
市
場
拡
大
見
込
む

技
術
の
蓄
積
が
競
争
力
の
源
泉

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次

世
代
電
力
網

な
ど
幅
広
い
分
野
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
利
用
が
拡
大

し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

向
け
が
大

き
く
伸
び
る
ほ
か
、
Ｅ
Ｖ
や
電
力
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

Ｅ
Ｓ
Ｓ

向
け
な
ど
大
型
製

品
の
需
要
拡
大
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
電
池
材
料
各
社
は
増
産
体
制

の
構
築
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
製
造
装
置
各
社
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
国
内
外
で
市
場
拡
大
を
目
指
す
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ９月５日 木曜日 　　

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
の
生
産
は
、
半
導
体
や
太

陽
電
池
な
ど
の
生
産
と
比
べ

て
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
頼
る

部
分
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
具
体
的
な
製
造
工
程

は
、
ま
ず
電
極
材
を
撹
拌
し

て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
箔
な
ど
を

塗
布
し
、
ロ
ー
ル
状
に
プ
レ

ス
し
た
後
で
寸
法
に
沿
っ
て

裁
断
す
る
。
で
き
あ
が
っ
た

電
極
材
に
絶
縁
用
の
セ
パ
レ

ー
タ
ー
を
は
さ
ん
で
巻
き
取

る
か
、
も
し
く
は
積
層
す

る
。
こ
れ
を
ケ
ー
ス
に
挿
入

し
て
電
池
を
組
み
立
て
、
電

解
液
を
注
液
し
て
フ
タ
を
封

止
し
、
外
装
組
み
立
て
に
至

る
。
つ
ま
り
、
撹
拌
↑
塗
布

↑
裁
断
↑
巻
き
取
り
↑
電
池

組
立
↑
注
液
↑
外
装
と
い
っ

た
製
造
工
程
の
流
れ
と
な

り
、
こ
れ
ら
全
て
に
特
有
の

製
造
装
置
が
使
わ
れ
て
い

る
。
主
な
製
造
装
置
と
し
て

ミ
キ
シ
ン
グ
装
置
、
コ
ー
タ

ー
・
塗
工
機
、
ス
リ
ッ
タ

ー
、
電
極
組
立
装
置
、
電
極

板
巻
き
取
り
装
置
、
電
池
組

立
装
置
、
外
装
組
立
装
置
な

ど
が
あ
る
。

　
工
程
ご
と
に
多
岐
に
わ
た

る
製
造
装
置
の
中
で
、
最
先

端
の
製
品
を
そ
ろ
え
た
日
本

メ
ー
カ
ー
は
高
い
世
界
シ
ェ

ア
を
持
つ
企
業
が
多
い
。
地

域
別
市
場
規
模
で
も
日
本
が

最
大
の
市
場
と
な
っ
て
い

る
。
次
い
で
韓
国
・
中
国
・

台
湾
を
合
わ
せ
た
国
・
地
域

が
日
本
に
匹
敵
す
る
市
場
規

模
と
な
り
、
日
本
製
装
置
が

こ
れ
ら
の
地
域
に
輸
出
さ
れ

て
い
る
。
製
造
装
置
は
部
品

点
数
が
多
く
、
人
手
が
か
か

る
な
ど
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

必
要
と
す
る
部
分
が
大
き
い

と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

日
本
の
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー

は
強
み
を
発
揮
し
て
い
る
。

こ
れ
は
半
導
体
、
液
晶
、
太

陽
電
池
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

最
先
端
の
モ
ノ
づ
く
り
分
野

で
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技

術
の
蓄
積
が
競
争
力
の
源
泉

と
な
っ
て
い
る
か
ら
と
も
い

え
る
。

　
高
い
成
長
が
期
待
さ
れ
る

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

は
、
今
抱
え
て
い
る
性
能
・

コ
ス
ト
面
に
お
け
る
課
題
を

さ
ら
に
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
一
気
に
普
及
が
加

速
し
、
巨
大
市
場
に
成
長
す

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
電
池
材
料
お

よ
び
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
課
題
解
決

に
向
け
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
市
場
は
こ
れ
ま
で
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
向
け

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
向
け

が
中
心
だ
っ
た
が
、
安
全
性

や
高
出
力
・
長
寿
命
な
ど
高

い
性
能
や
技
術
が
求
め
ら
れ

る
大
型
製
品
の
実
用
化
も
急

速
に
進
ん
で
い
る
。
日
本
の

電
池
メ
ー
カ
ー
は
Ｅ
Ｖ
向
け

や
家
庭
用
蓄
電
池
用
途
と
し

て
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
・

量
産
化
を
開
始
。
こ
こ
に
き

て
大
手
メ
ー
カ
ー
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

向
け
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の

生
産
能
力
増
強
計
画
を
相
次

い
で
発
表
す
る
な
ど
増
産
体

制
に
向
け
た
準
備
を
着
々
と

進
め
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
の
機
械
統
計

に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年
の

電
池
総
生
産
額
は
７
２
８
３

億
円
。
そ
の
う
ち
二
次
電
池

は
６
５
７
１
億
円
。
二
次
電

池
の
内
訳
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
２
８
１
６
億
円
、
ニ

ッ
ケ
ル
水
素
電
池
１
９
２
６

億
円
、
鉛
蓄
電
池
１
６
１
８

億
円
、
ア
ル
カ
リ
蓄
電
池
２

１
１
億
円
と
な
り
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
二
次
電
池

に
占
め
る
割
合
は

％
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
世
界
出
荷

額
で
は
富
士
経
済

東
京
都

中
央
区

の
ま
と
め
に
よ
る

と

年
実
績
で
８
９
６
６
億

円
。
こ
れ
が

年
に
は
車
載

専
用
市
場
の
拡
大
に
よ
り

年
比
２
・
７
倍
の
２
兆
４
０

２
８
億
円
と
大
き
く
伸
長
す

る
見
込
み
。

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は

他
の
二
次
電
池
に
比
べ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
や
出
力
密
度

が
高
く
、
サ
イ
ク
ル
寿
命
が

長
い
な
ど
の
優
れ
た
特
徴
を

持
つ
。
そ
の
構
造
は
正
極

材
、
負
極
材
、
セ
パ
レ
ー
タ

ー
、
電
解
液
の
主
要
４
部
材

で
構
成
さ
れ
る
。

　
正
極
材
の
性
能
は
特
に
重

視
さ
れ
、
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ

ウ
ム
が
多
く
使
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
コ
バ
ル
ト
は

希
少
金
属
で
相
場
価
格
の
不

安
定
さ
が
課
題
と
な
る
た

め
、
マ
ン
ガ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム

や
ニ
ッ
ケ
ル
酸
リ
チ
ウ
ム
が

使
わ
れ
て
い
る
。
リ
ン
酸
鉄

リ
チ
ウ
ム
で
の
事
業
化
も
進

む
。
負
極
材
は
天
然
あ
る
い

は
人
造
の
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト

黒
鉛

と
い
っ
た
炭
素
化

合
物
が
使
わ
れ
る
。

　
セ
パ
レ
ー
タ
ー
は
正
極
と

負
極
を
隔
離
し
、
電
解
液
を

保
持
し
て
正
極
と
負
極
と
の

間
の
イ
オ
ン
伝
導
性
を
確
保

す
る
重
要
部
材
。
電
解
液
に

は
炭
酸
エ
チ
レ
ン

Ｅ
Ｃ

や
炭
酸
ジ
メ
チ
ル

Ｄ
Ｍ

Ｃ

な
ど
の
有
機
溶
剤
に
ヘ

キ
サ
フ
ル
オ
ロ
リ
ン
酸
リ
チ

ウ
ム

Ｌ
ｉ
Ｐ
Ｆ
６

と
い

っ
た
リ
チ
ウ
ム
塩
が
使
わ
れ

る
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次

電
池
の
原
理
は
電
気
を
使
う

放
電
時
に
は
負
極
に
含
ま
れ

る
リ
チ
ウ
ム
が
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
と
電
子
に
分
か
れ
、
イ

オ
ン
は
電
解
液
の
中
を
、
電

子
は
回
路
を
通
っ
て
正
極
へ

移
動
す
る
。
充
電
時
に
は
逆

の
反
応
が
起
き
る
。


